
法学部共通・シチズンシップ科目

1 2 3 4

法学（日本国憲法） 半期 2 ○

法と社会参加 半期 2 ○ 題目・テーマが異なれば8単位まで複数履修可

政治と社会参加 半期 2 ○ 題目・テーマが異なれば8単位まで複数履修可

行政と市民生活 半期 2 ○ 題目・テーマが異なれば8単位まで複数履修可

法教育入門 半期 2 ○

法律専門職専攻

1 2 3 4

基礎演習 半期 2 ○ 1年次での履修登録必須。2年次以降での履修は不可

判例演習 半期 2 ○ 2年次での履修登録必須。3年次以降での履修は不可

刑事手続法概論 半期 2 ○

民事手続法概論 半期 2 ○

憲法Ⅰ 通年 4 ○

憲法Ⅱ 通年 4 ○

行政法Ⅰ 通年 4

行政法ⅡA 半期 2

行政法ⅡB 半期 2

刑法総論 通年 4 ○

刑法各論 通年 4

刑事訴訟法 通年 4

民法・総則 通年 4 ○

民法・物権 通年 4 ○

民法・債権総論 通年 4 ○

民法・債権各論 通年 4 ○

会社法 通年 4

民事訴訟法 通年 4 ○

憲法応用演習 通年 4
「憲法Ⅰ」・「憲法Ⅱ」が修得済みであること。2年連
続で最大8単位まで履修可

刑法応用演習 通年 4
「刑法総論」・「刑法各論」が修得済みであること。2
年連続で最大8単位まで履修可

民法応用演習Ⅰ 通年 4
「民法・総則」・「民法・物権」・「民法・債権総論」・「民法・
債権各論」のすべてが修得済みであること。2年連続で最大8単位ま
で履修可

民法応用演習Ⅱ 通年 4
「民法・総則」・「民法・物権」・「民法・債権総論」・「民法・
債権各論」のすべてが修得済みであること。2年連続で最大8単位ま
で履修可

行政法応用演習 通年 4
「行政法Ⅰ」が修得済みであること。2年連続で最大8
単位まで履修可

争点研究演習 通年 4
題目・テーマが異なれば複数履修可。題目・テーマが同じ場合は2年
連続で履修可。いずれの場合も最大8単位まで履修可。特定の基礎科
目の修得を履修の要件とすることがある。

臨床法学演習 半期 2
題目･テーマが異なれば、同一年次で4単位まで複数履
修可。最大8単位まで履修可

法教育演習 半期 2  「法教育入門」が修得済みであること

民法・親族 半期 2

民法・相続 半期 2

金融サービス法A 半期 2

金融サービス法B 半期 2

商取引法A 半期 2

商取引法B 半期 2

知的財産法 半期 2

法的思考A 半期 2

法的思考B 半期 2

現代外国法事情A 半期 2

現代外国法事情B 半期 2

（次ページに続く）
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